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民事法入門〔第6版〕

「民法」の本はたいてい「民法 1」「民法 2」「民法 3」「民法 4」……と何冊にも分かれてい
ます。勉強するのが大変そうだなあと思う方も少なくないのでは？　そういった本に挑戦す
る前に読むのが本書です。本書は初めて法律を勉強する方に，民法とはどのような法律か，

民法を中心とした商法や民事訴訟法などの民事法の世界はどんな世界なのか，をわかりやすくご案内し
ます。各章の冒頭には，具体的なトラブルの例を掲げています。一通り解説をした後，章の末尾に冒頭
の例を解決するための考え方が示されていますので，抽象的に得た知識がそこで具体的にイメージでき
るようになっています。法律というと難しく感じるかもしれませんが，さらっと読めますから身構えな
くても大丈夫です。また，知識がある程度身についてきたら，知識の交通整理にも役立つものと思いま
す。多くの方に長く読んでいただき，おかげさまでこの秋には第 6版となりました。多謝！（YF）
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（物権の種類／所有権／所有
 権の取得／物権的請求権）

第 9 章　不法行為
（不法行為／損害賠償）

第10章　事務管理・不当利得
第11章　債務の弁済

（債務の担保・弁済／手形・
 小切手／銀行送金／クレジット・
 カードなど）

第12章　家族（家族法／親族／夫婦）
第13章　親子・扶養

（親子関係／未成年者と父母
 の親権／親族（扶養））

第14章　相続
（相続／相続人と相続分／遺言）

第15章　団体
（権利の主体／法人の活動／
 権利能力のない社団・財団／
 会社）

第16章　権利の実現
（権利の実現／紛争の解決と
 裁判制度）

基礎となる考え方の紹介から，権利の実現までを16 章に分けて簡潔に紹介します。

第 1 章　民事法
（民事法の意義・構造／法源）

第 2 章　民法と民法典
（民法の意義・構造・歴史・
 基本原理）

第 3 章　権利と義務
（権利と義務／物権と債権／
 権利の濫用）

第 4 章　法律行為
（契約・法律行為／権利能
 力・意思能力・行為能力）

第 5 章　代理
（代理制度の意義／無権代理
 ／表見代理）

第 6 章　時効
（時効制度／取得時効／消滅
 時効）

第 7 章　契約
（契約の成立・効果／双務契
 約における2 つの債務の関
 係／契約の履行・不履行）

第 8 章　所有権


